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しずおか県民カレッジ受講生アンケートから

静岡大学生涯学習教育研究センタ助教授 阿 部 耕 也

「しずおか県民カレッジ」は、生涯学習社会実現に向け、

静岡県教育委員会が平成 8年度に開設した生涯学習支援

プログラムである。平成 15年度からは静岡県生涯学習振

興財団の運営となり、 主催講座・連携講座を軸に展開し

ている。平成 17年度は、ボランテイア養成・地域教育推

進リーダー養成の主催講座が計 13開設され、 218名の参

加者を集めた。連携講座は 139機関が参加し、 5，450講座

が開設された。県民カレッジでは講座受講生に対し単位

認定をし称号の付与も行っている (100単位 ふるさと学

士、300単位一ふるさと修士、 500単位一ふるさと博士)。

称号授与者ののべ人数は、各 1，434名、 279名、 177名で、

計1，890名である(平成 18年3月現在)。

静岡大学は、連携講座の実施機関として参加するだけ

でなく、 主催講座の講師や県民カレッジ推進委員会に委

員を派遣するなど県民カレッジとの連携をはかっている O

今回、そうした連携の一環として、静岡県生涯学習振興

財団と共同で称号授与者に対するアンケート調査を実施

したのでその概要を報告する(調査は平成 17 年 2 ~ 3 月

に郵送法で行い、有効回答数263通を得た)。

①講座の受講歴と受講希望の対比を示すグラフが図 l

である受講経験"を"受講希望"が上回るテーマとして

「介護・福祉Jr自然保護 ・環境Jrパソコンやインターネ

ットJr語学」等が注目される O

②ゃったことがある活動と今後取り組みたい活動の対

比を示すのが図 2である経験"を"希望"が上回る活動

として「自然保護・環境保全Jr読み聞かせボランテイア」

「美材鵡官・博物館・観光名所の案内Jr子どもの健全育成Jr国
際協力 ・援助j等があげられる。

③連携講座の受講時間によるクロス集計で有意差のみ

られた項目も述べておく O 受講時聞が多い人ほど希望す

る率が高まる項目は「人々との交流の場・機会J、「美術館・

博物館J及び「大学 ・大学院」での学習となっている O

これらから推測されることは、生涯学習講座への継続

的受講者は一般教養的な講座より具体的で手応えのある

学習機会 ・活動を希望し、またそうした取り組みを可能

にするような場での学習や交流を望んでいるのではない

かということである。詳細な分析は発行予定の報告書に

譲るが、地域住民の生涯学習支援及び交流の拠点となる

ことも大学の重要な機能の一つだと考えるなら、生涯学

習リピーターのニーズ・期待のあり方を探り、大学の取

り組みに活かすことは大きな課題となってくるのではな

いだろうか。
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(平成18年度の静岡大学公開講座はじまる〉

平成 18年 度 の 公 開講座の全容が決まり、生涯学習教育研

究 センター運 営 委 員会の承認を得て、開講いたします。今

番部

局 講座名 議 師

号等

体験・大学の化学実験
理学部・近藤 満助教授

理学部・山中正道 助教授

トー
教育学部・小和田哲男教授

2 学ぶって楽しし、1① 名鉄観光サービス株式会社静岡支底

営業係長・並河欣史

2 学ぶって楽しい1② 障害児教育関係者

生
人文学部・浜渦辰一教授

3 対人援助の倫理と法
人文学部 ・磯田雄二郎教授
人文学部 ・星野和実助教授

涯
法務研究科・ 藤本亮助教綬

ト一一
情教報育学部 ・晶松良幸教授

4 じかに触れよう日本の美
学部 ・大宮康男助教授

生涯学習教育研究センタ ー

トーー
柴垣勇夫教援

人文学部.i里四重夫教授

5 茶文化と日本人のくらし
人文学部 ・山本義彦教授
農学部 ・杉山公男教授

茶道研究家 ・吉野亙湖

一
6 太極拳と健康管理 共通教育・周 侃芳講師 (非常勤)

人 駿河の歴史と文化の
人λ収人λ文支支)l:学学捕学輔留留部 滝湯に山時陸沢志上聞議一謙彦特陸助こ教教教間程権短領7 

創造
文

8 女性テニス教室 教育学部・中野美恵子教授ほか

トー

初心者脱出11卓球教室
教育学部・吉田和人 助教授

9 
NPO法人卓球交流会 ・山田耕司

トー

東アジアの
教育学部・大槻 寛教授

10 
新しし、茶文化と音楽

教育学部・柳沢信芳教授

教 教育学部・小西i閏子助教授ほか

育 小中学校等Lおける 教育学部 ・大塚玲教授

11 特別支援教育の実現 教育学部 ・渡辺明広 教綬

に向けた基礎講座 教育学部・ 香野毅 助教授
ト一一

多文化を背景とする
教育学部 ・宇都宮裕章助教授12 子どもたちを学級に

迎えて
教育学部・ 矢崎満夫 講師

トー
ワークショップ形式に 教育学部 ・丹沢哲郎教授

13 よる新しい理科実験・
教育学部 ・碇寛教授

実習講座
教育学部・ 延原尊美助教摂
教育学部・ 久田隆基教援

農学部・本橋令子助教授

14 共生バイオ実験講座 I 農学部・ 瀧川雄一 教授

農学部 ・切岩祥和 助教授
ト一一 農

農学部・南雲俊之 助教授

15 共生バイオ実験講座 E 農学部・ 鮫島玲子助手

農学部藤枝フィールド・八幡昌紀 助手

際x流国; 

国際父流センヲー

16 日本語教育を考える 原還伊都夫教援 中里弘子教援

熊井浩子教授 袴田麻里助教綬
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総 日

時間数 数
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3 1 1 

31 1 

814 

814 

814 

613 

10 5 

18 7 

512 

3 1 1 

9 3 

51 1 

1012 

5 1 1 

51 1 

151 5 

年度は全 16講座が聞かれます。全体の日程は、 以 下のと

おりです。

募集
開催日・時間 申込期間 会 場

受講
習料講

対象者
数人

8/10、11
7/ 13~27 

静岡 中学生 30 2，000 
1 0:00~ 16:00 キャンパス 以上 名 円

‘ 

6/18 ~6/2 
静岡 知的障害 70 400 

9:10~ 12:10 キ ャン I~ス がある方 名 円

10/29 
10/2~13 

静岡 知的障害 70 400 
9:10~12:10 キャン I~ス がある方 名 円

11 /8~29 
水曜日 10/12~25 50 2，000 

B-nest 般市民

1 8 :00~20:00 
名 円

9/2~23 

土曜日 8/7~ 1 8 
浜松 30 3，000 

般市民

14:00~ 16:00 
キャンHス 名 円

9/9、10、23、30
8/14~25 

沼津市立 50 2，000 
14:00~ 16:00 図書館

一般市民
名 円

9/9、23、30
8/14~25 

静岡 40 1，500 
1 3 : 30~ 15:30 キャン I~ス

一般市民
名 円

9/30~ 10/28 
土曜日 9/4~ 15 アイセル21 一般市民

50 1，500 

13: 30~ 15:30 
名 円

10/3、10、14、
静岡 般市民

17、21、24、31 ~9/19 30 8，000 

9:30~ 12:00 
キャン I~ス (女性) 名 円

10/21、22
9/25 静岡

(初日は午後、
40 2，500 

~10/6 キャン I~ス
一般市民

名 円
2日目午前)

10/21 
~10/6 

静岡
般市民

50 1，000 
13 ・ 30~ 16:30 キャンパス 名 円

9/30、10/14、
11/25 ~8/3 1 

静岡
教育関係者

30 2，700 
キャンHス 名 円

13:00~ 16:00 

8/18 
~8/4 教育関係者

20 1，100 
1 0 :30~ 16:30 

B-nest 
名 円

8/21、22 ~8/7 
三島本町 県内小学校 20 1，6001 

1O :00~16:00 :$lワー 教員 名 円

8/26 7/31 静岡 25 2，000 
12: 30~17:30 ~8/11 キャン I~ス

高校生
名 円

10/7 9/11 ~22 
静大藤枝 25 2，000 

1 0 : 00~ 18:00 フィ ールド
高校生

名 円

10/7~ 11 /25 
土曜日

8/15 
B-nest 

日本語教育 30 7，400 

1 3 : 30~16:30 
~9/30 関係者 名 円



平成1ワ年度後期開催の生涯学習教育研究センター事業の報告

①県公民館連絡協議会との共催事業

「生涯学習指導者研修事業J盛況に終了

日時:平成 18年1月26日(木)10: 00 ~ 16 : 00 

会 場 :庵原郡蒲原町中央公民館

研修テーマ:I市民性を育む地域社会の取り組みと公民館」

地域住民が市民として地域づくりや地域課題の解決

に取り組む試みや、学校教育との連携・融合を含む「地

域ぐるみの子育て」へと連動させる活動などがみられ

るようになってきた。こうした動向と公民館活動の在

り方を考える機会とする。

円程と講師等

基調講演 10 : 30 ~ 12 : 10 

「ヒトが育つまちづくり ~地域共同学習のすすめ ~ J

和歌山大学生涯学習教育研究セ ンタ ー長 山本健慈

事例報告 13 : 10 ~ 14 : 40 

1) I生涯学習の視点に立った公民館運営」

富士宮市立南部公民館長割田 孝允

(平成 17年度文科省表彰優良公民館)

2) I地域教育にかける想い」

袋井市立三川公民館長池野美弘

(平成 17年度文科省表彰優良公民館)

3) I地域ぐるみの子育てと 『小さな市民』の社会参画j

静岡科学館る・く ・る館長増田 俊彦

生涯学習指導者研究事業 パネルディスカッション風景

4) I蒲原町NPO講座による地域副読本づくり」

蒲原町教育委員会主事坂井英紀

パネルディスカッシ ョン 14:50 ~ 16:00 

司会 菅野文彦生涯学習教育研究センター副センター長

コメンテーター/山本健慈(和歌山大学生涯学習教育

研究センター長)/石井山竜平(東北大学大学院助教授)

/各事例報告者。公民館職員 ・教育委員会関係者、 学生

等80名の参加で盛況でした。

② 「学習ネットワークと生涯学習⑧」を

eラーニング活用目的に開催しました。

日時:平成 18年 1月31日(火)14:25 ~ 16:00 

場所 :静岡キ ャンパス共通教育A棟 301室

(趣旨)情報ネットワー クを活用した教育実践、大学と

企業の連携によるキャリア教育の取り組みなどから学

習ネッ トワークの拠点として大学の再構築を検討する。

学習ネットワークと生涯学習③事例報告風最

事例報告と講師 :

1) I情報ネッ トワー クを活用した教育の取り組み」

大島律子情報学部助教授

2) I生涯学習社会とキャ リア」

佐藤龍子大学教育センタ一助教授

3) I近代新聞テキスト化事業とはJ
NPO法人エイジングブライ ト倶楽部 剣持里子

ノTネルテ守イスカッション

司 会 :菅野文彦副センター長

学生、教職員等50名の参加のもとに実施されました

が、キャ リア教育などに質疑も多くあり 、大変有意義

な公開シンポジウムでした。

③人文学部との共催・講演会

「遺伝治療と心理的ケア」を実施しました。

日時 :平成 18年3月4日 (土)13: 30 ~ 14 : 50 

場所 :静岡商工会議所401室

講 師 :玉井真理子信州大学医学部助教授

人文学部および臨床と法研究会 (科研費「対人援助

の倫理と法研究プロジェク ト」代表浜渦辰二教授)と

の共催により 、生命倫理学・ 心理学の立場から出生前

診断に関わる遺伝カウ ンセリングを 中心に、市民向け

講演を開催しました。参加者60名を得て、活発な質疑

がかわされました。
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④「しずだい飛ぶ教室 in松崎町j

を開催しました。

静大の教員が県内の遠隔市町村へ出向き、出前講演

会を行う「飛ぶ教室jを実施しました。

日時:平成 18年 3月 19日(口) 13: 30 --15 : 30 

場所:賀茂郡松崎町生涯学習センタ- 4階

ふれあいホール

講師: 松 井 恒二 教育学部教授

演題:I新しい時代のスポーツを考える 地域に根ざ

した総合型クラブの設立と経営 」

町内スポーツ関係団体の方、教育委員会職員、スポ

ーツ愛好者等 30名の参加がありました。

「飛ぶ教室 旧松崎町」の講演風景

平成18年度事業の紹介

18年度富士川町・静岡大学特別公開講座の

内容決まる

会場 :富士川町中央公民館

前 期:I江戸幕府設立にかけての駿河j講義4回と見

学 1凪(夜 19: 00 ~ 21 : 00、見学は畳)

①6127 (火)I駿河中村氏と横田村詮」

本多隆成 人文学部教授

②7/6 (木)I徳川政権の成立」 同

③7/13 (木) I大御所家康の駿府政権」 同

④7120 (木) I近世成立期の交通制度J
厚地淳司 県埋文調査研究員(沼津市派遣)

⑤7123 (日)静岡周辺の城跡、寺院見学

柴垣勇夫 生涯学習教育研究センター教授

後期:テーマ「アフリカの生活世界j

① 10/5 (木)森の暮らし 1狩猟採集杜会の分配と平等

小松かおり 人文学部助教授

② 10/12 (木)森の暮らし 2焼畑と混作 同

③ 10/19 (木)乾燥地の暮らし牧畜の世界 同

④ 10/26 (木)都会の暮らし貨幣経済と交換 同

⑤ 11/9 (木)サバンナの音楽太鼓に込めたメッセージ 同
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118年度市民開放授業(前期・通年)が始まる | 
昨年度に引き続き今年度も 4/10(月)から市民開放

授業(前期・通年)が開始されました。多くの市民の

方が学内にお見えになっています。

この市民開放授業は、静岡大学の学生が受講してい

る正規の科目を一般市民の方に開放するもので、正規

の学生と一緒に受講し、交流を持って学んでいただき

ます。

市民開放授業に参加されている方は、 91名(静岡 82

名、浜松9名)で、 21歳から 82歳まで幅広い年齢の方々

が、 78科目(延べ 158科目)を受講されています。

後期は 10月から募集をいたします。 9月下旬に事前

説明会を開く予定です。

|18年度生涯学習教育研究センター主催公開セミナイl
「世界禁煙デー・見れば禁煙したくなる、海外で放映さ

れているテレビCMの魅力と効果Jを開催します。

講演:赤田信一 教育学部助教授

日時:平成 18年 5月27日 (土) 10: 30 ~ 12 : 00 

場所:静岡市産学交流センター (B-nest) 

6階プレゼンテーションルーム/参加費無料

(趣旨)世界禁煙デー (5/31) にちなみ、教育的かつ生

涯学習の観点から健康維持とがん死亡者の低減のため

の公開セミナーを開催します。喫煙が原因となるがん

による死亡者を低減させ健康長寿を伸ばすため作成さ

れた海外の「禁煙を呼びかけるテレビCMJを紹介し、

その情報をご家族の中に広げていただきたいと願って

います。

18年度センター運営委員会委員

委 員 長(センター長)柴垣勇夫

冨IJセンター長中野美恵子 センター教員阿部耕也
(教育学部)

人文学部桐谷 仁教育学部小西潤子

情報学部石川 博理学部塚越 哲

工学部安藤和敏農学部柴垣裕司

電子工学研究所青木 徹 大学教育センター佐藤龍子

生涯学習教育研究センターでは、学内の公開講座情報、大学開放事業など

を掲載し広報します。各種情報をセンターまでお寄せ下さい。

ホームページ http://www.shizuoka.ac.jp/-cerll/

地域と大学第 15号
静岡大学生涯学習教育研究センター情報誌

平成 18年4月30日発行

干 422-8529静岡市駿河区大谷836(理学部B棟 1階)
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TELlFAX 054-238-4817 (資料室・受付)

事務局 静岡大学研究協力・情報図書チーム TEL054-238-4317


